
●今月の主な内容

妊産婦さんと赤ちゃんにやさしいまちづくりを   2
放課後子ども教室ボランティア募集！   3

「小千谷の雛祭りにおける絵紙飾りの習俗」を市の民俗文化財に指定しました   5
野菜・そばづくり、収穫体験をしませんか   6
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○ときめき女子会☆着物de縁活（6月8日）

　小千谷縮や片貝木綿を着て市内を巡るイベントが、
めぐりあいサポートセンターにより開催されました。
参加者は、風情のある建物の前で写真を撮ったり、お
みくじで運勢を占ったりと自由に楽しんでいました。



　
ベ
ビ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
と
は
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
連
れ
の
保
護

者
に
対
し
て
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
ち
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を
応

援
す
る
取
組
で
す
。
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
妊
婦
さ
ん
に
は
…

　
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
お
渡
し
し
て
い

る
マ
タ
ニ
テ
ィ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
車
用
ス
テ

ッ
カ
ー
の
活
用

○
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
…

　
地
域
や
家
庭
で
の
妊
産
婦
さ
ん
へ
の
や
さ

し
い
声
か
け
や
見
守
り
、
受
動
喫
煙
の
防
止
、

席
の
譲
り
合
い
な
ど

○
事
業
所
の
み
な
さ
ん
に
は
…

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
優
先
駐
車
場
の
設
置

※
駐
車
場
整
備
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
共
施
設
や
医
療
機
関
な

ど
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

妊産婦さんと赤ちゃんにやさしいまちづくりを
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妊
娠
中
、
ど
ん
な
こ
と
に
苦
労
し
た
り
思
い
や
り
を
感
じ
た
り
し

た
の
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。
妊
産
婦
さ
ん
た
ち
の
声
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
小
千
谷
市
全
体
に
ベ
ビ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
が

広
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
小
千
谷
市
で
は
平
成
30
年
に
2
3
0
人
の
赤

ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
出
生
数
は
こ
の

10
年
で
約
1
0
0
人
減
少
し
て
い
ま
す
。（
グ

ラ
フ
参
照
）
子
育
て
を
し
て
い
る
ご
家
庭
の
中

に
は
、
地
域
の
子
ど
も
の
減
少
や
核
家
族
化
な

ど
に
よ
り
、
育
児
の
悩
み
や
不
安
を
周
り
に
相

談
で
き
な
い
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
思
い
や
り
の
行
動
や
声
か
け
を
通
じ
て
、
小

千
谷
市
全
体
で
妊
産
婦
や
赤
ち
ゃ
ん
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健
係
☎
83

・
3
6
4
0

ベ
ビ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動

4
か
月
児
健
診
で

マ
マ
た
ち
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
！

み
ん
な
の
思
い
や
り
が
大
き
な
安
心
感

妊
産
婦
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

マタニティ優先駐車場

　 篠田永
え ま

茉ちゃんのママ
　妊娠中、いただいたステッカーを車に
貼っていました。
　買い物のときは、マタニティ優先駐車
場を利用していました。妊娠中は重いも
のを持つことが大変でしたが、駐車場ス
ペースが近いとすごく便利でありがたか 
ったです。

　　 関龍
りゅうだい

大くんのママ
　マタニティ優先駐車場をよく利用してい
ました。県が設置している「おもいやり駐
車場」は条件に当てはまらないと利用でき
ませんが、市のマタニティ駐車場は、妊娠
中であれば誰でも利用できるので、とても
助かりました。この駐車場が市内にもっと
増えていったらいいなぁと思います。

ステッカーは、剥がす

と産後も使えます！

ステッカーとキーホルダー
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放
課
後
子
ど
も
教
室
と
は
、
小
学
校
の
空
き
教
室
な
ど
を
利

用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
遊
べ
る
場
所
を
提
供
す
る
事

業
で
す
。

　
小
千
谷
市
で
は
東
小
千
谷
小
学
校
、
吉
谷
小

学
校
、
千
田
小
学
校
、
南
小
学
校
、
片
貝
小
学

校
で
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
時
／
毎
週
月
曜
日
の
放
課

後
（
お
お
む
ね
午
後
3
時
～
5
時
）

※
祝
日
、
長
期
休
み
、
学
校
代
休
日

な
ど
は
お
休
み
で
す
。

■
会
場
／
各
学
校
の
図
書
室
、
音
楽

室
、
体
育
館
な
ど
（
学
校
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）

■
内
容

▽
あ
や
と
り
、
け
ん
玉
、
コ
マ
な
ど

の
昔
遊
び

▽
ボ
ー
ル
遊
び
、
縄
跳
び
、
フ
ラ
フ
ー
プ
な
ど
の
軽
運
動

▽
オ
セ
ロ
、
ト
ラ
ン
プ
な
ど
の
室
内
ゲ
ー
ム

▽
七
夕
や
豆
ま
き
な
ど
の
行
事

■
そ
の
他
／
出
席
回
数
に
応
じ
て
、
交
通
費
程
度
の
実
費
が
支

払
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
（
市
民
会
館
内
）

☎
82
・
9
1
1
1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
興
味

が
あ
る
け
ど
、
私
た
ち
に

も
で
き
る
の
か
不
安
…

▽
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
く
お

仕
事
で
す
。

▽
小
学
生
の
子
ど
も
が
い
な
い
方
で
も
大
丈

夫
！
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
毎
週
参
加
し
な
く
て
も
大
丈
夫
！
無
理
せ

ず
、
で
き
る
と
き
に
、
で
き
る

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

片貝小学校代表
佐藤富子さん

Ｑ：ボランティアを始めよう
と思ったきっかけは？

Ａ：子どもが好きだからです。
Ｑ：どんなところにやりがい

を感じますか？
Ａ：一輪車に全く乗れなかった子ができるよ

うになるなど、子どもの成長を見守るこ
とができるところです。

○ボランティア対象の 
　研修会も行っています

○ボランティアの方に 
　インタビューしました！

吉谷小学校代表
日岡孝子さん

Ｑ：どんなところにやりが
　　いを感じますか？
Ａ：地域で会うと、子ども
　　たちから声をかけてき
　　てくれるところです。
Ｑ：今日の講習を受けた感
　　想は？

Ａ：救急救命講習は定期的に受け、思い出す
ことが大事ですね。

Ｑ：どんな人にボランティアに来てほしいで
すか？

Ａ：子どもが好きな人なら誰でも！

千田小学校代表
岡元直人さん

Ｑ：千田小学校の子どもたち
は、どんな子たちですか？

Ａ：今年は女子が多いです。
図書室を利用する日もあ
るけど、子どもはみんな
体育館が好きだね。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
、
地
域
の
宝
物 

放
課
後
子
ど
も
教
室 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

放課後子ども教室ボランティア募集！

救急救命講習会の様子
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叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
令
和
元
年
度
春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
市

内
の
受
章
者
を
紹
介
し
ま
す
。

　
谷
内
一
也
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り
教
育
行
政
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
潟
大
学
を
卒
業
後
、
昭
和
46
年
4
月
に
松
之
山

町
立
東
川
小
学
校
の
教
員
と
な
り
、
平
成
21
年
3
月

に
魚
沼
市
立
堀
之
内
小
学
校
長
と
し
て
退
職
さ
れ
る

ま
で
38
年
間
、
教
育
一
筋
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
間
に
は
、
小
千
谷
市
立
東
小
千
谷
小
学
校
や

小
千
谷
地
区
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
に
も
勤
務
さ
れ
ま

し
た
。

　
谷
内
さ
ん
は
教
員
生
活
を
振
り
返
り
、「
そ
れ
ぞ

れ
の
勤
務
先
で
、
学
校
が
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
て

る
場
と
な
る
よ
う
、
保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
が

一
体
と
な
っ
て
支
え
て
く
れ
た
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
受
章
に
つ
い
て
、「
教
員
の
先
輩
、

同
僚
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
実
感
し
て

い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

谷内一也さん
（木津団地）

○
瑞
宝
双
光
章

お知らせ

▽
新
作
未
発
表
作
品
と
し
ま
す
。

▽
複
数
部
門
に
応
募
で
き
ま
す
。

▽
作
品
に
は
部
門
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
う
場
合
は
、

本
名
を
か
っ
こ
書
き
に
し
て
く
だ
さ
い
。
文
字
の
確
認

な
ど
で
連
絡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
番
号

の
記
入
漏
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
仮
名
遣
い
は
、
新
旧
ど
ち
ら
を
使
用
し
た
の
か
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
作
品
は
、
縦
書
き
・
楷
書
で
正
確
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽
入
選
・
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
主

催
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

▽
二
重
投
稿
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先
／
〶
9
4
7
‐
0
0
3
1
小
千
谷
市
土
川
1
‐

3
‐
3

　
市
民
会
館
「
文
芸
お
ぢ
や
」
各
部
門
係

■
応
募
締
切
／
9
月
5
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
要
領

部
門

規
定

応
募
方
法

短
歌

1
人
2
首
以
内

郵
便
は
が
き

（
部
門
ご
と
）

俳
句

1
人
3
句
以
内

当
季
雑
詠
（
夏
・
秋
）

川
柳

1
人
3
句
以
内

詩

1
人
1
編
（
4
0
0
字
詰
原

稿
用
紙
3
枚
以
内
）

封
書

■
発
表
／
入
選
・
入
賞
作
品
は
「
文
芸
お
ぢ
や
第
39
号
」

で
発
表
し
、
入
賞
者
は
11
月
23
日
㈷
に
開
催
す
る
「
小
千

谷
市
民
文
芸
の
つ
ど
い
」
で
表
彰
を
行
い
ま
す
。

■
そ
の
他
／
「
文
芸
お
ぢ
や
第
39
号
」
に
は
、
入
選
・
入

賞
作
品
の
み
掲
載
し
ま
す
。
作
品
は
原
文
ど
お
り
と
し
、

以
後
発
表
済
み
と
し
て
扱
い
ま
す
。
冊
子
は
11
月
23
日
㈷

か
ら
市
民
会
館
で
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
（
市
民
会
館

内
）
☎
82
・
9
1
1
1
N
82
・
9
1
1
2
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　syougai-sk 

@
city.ojiya.niigata.jp

■
入
選
・
入
賞

部
門

入
選

入
賞

特
選

佳
作

短
歌

3
首

10
首

各
部
門
1
点
ず
つ

▽
市
長
賞

▽
教
育
長
賞

▽
公
民
館
長
賞

俳
句

3
句

15
句

川
柳

3
句

10
句

詩

1
編

若
干

■
選
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

部
門

選
者

短
歌

田
宮
朋
子
（
長
岡
市
）、
小
島
な
お
（
東
京

都
）、
金
子
欣
一
郎
（
市
内
）

俳
句

黒
田
杏
子
（
東
京
都
）、
神
野
紗
希
（
東
京

都
）、
川
崎
陽
子
（
新
潟
市
）、
山
本
浩
（
市

内
）、
吉
原
幸
男
（
市
内
）

川
柳

小
栗
正
和
（
市
内
）、
山
﨑
草
太
（
長
岡
市
）

詩

八
木
幹
夫
（
神
奈
川
県
）

文
芸
お
ぢ
や
作
品
募
集

　「
文
芸
お
ぢ
や
第
39
号
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
力
作
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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お知らせ

　絵紙とは、多色刷りの浮世絵（錦絵）を指す小千谷の言葉
で、旧小千谷町を中心とする地域には、雛祭りの際に雛人形
とともに絵紙を飾る習俗が伝えられています。
　この習俗を永く後世に伝えるため、6月18日に市の民俗文
化財（風俗慣習）に指定しました。
■問い合わせ／生涯学習課社会教育係（市民会館内）☎82-
　9111

  由来
　この習俗は、江戸時代末期から明治時代にかけて定
着したと考えられ、小千谷と江戸を交易する縮商人が、
江戸土産として絵紙を持ち帰ったことが始まりと言わ
れています。
　全国で例のない小千谷独自の文化であり、およそ
6,000点の絵紙が市内で確認されています。

  現在
　小千谷絵紙保存会を中心として雛祭りのイベントや
展示を実施し、習俗と絵紙の普及啓発、保存・継承に
取り組んでいます。

6月26日、小千谷絵紙保存会に小千谷市指
定文化財の指定書が交付されました。

▷
写
真
右
か
ら
松
井
教
育

　
長
、
清
水
敏
雄
会
長

「小千谷の雛祭りにおける絵
え が み

紙飾りの習俗」を 

市の民俗文化財に指定 しました

　
平
成
31
年
3
月
に
「
実
施
方
針
」
を
公

表
し
た
「
旧
小
千
谷
総
合
病
院
跡
地
整
備

事
業
」
に
つ
い
て
、「
民
間
資
金
等
の
活

用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進

に
関
す
る
法
律
（
P
F
I

法
）」
に
基
づ

き
客
観
的
な
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
P

 
F
 

I
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

　
今
後
、
市
は
図
書
館
等
複
合
施
設
の
整

備
、
運
営
、
維
持
管
理
な
ど
に
求
め
る
条

件
を
示
す
と
と
も
に
、
事
業
者
の
募
集
手

続
を
開
始
し
、
応
募
の
あ
っ
た
民
間
事
業

者
の
提
案
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
評
価
を

行
い
、
事
業
者
を
選
定
し
ま
す
。

　
選
定
さ
れ
た
事
業
者
は
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
て
施
設
の
設
計
・
建
設
な

ど
を
行
っ
た
う
え
で
、
約
15
年
間
に
わ
た

り
施
設
の
運
営
・
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

■
事
業
概
要
／
中
心
市
街
地
に
お
け
る
「
賑に

ぎ

わ
い
・
交
流
・
憩
い
の
創
出
」
を
目
的
に

図
書
館
等
複
合
施
設
（
図
書
館
、（
仮
称
）

郷
土
資
料
館
、
ダ
ン
ス
ス

タ
ジ
オ
、
音
楽
ス
タ
ジ
オ
、

屋
内
広
場
、
屋
外
広
場
、

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
）

を
整
備
す
る
も
の
。

■
事
業
期
間
／
事
業
契
約
締
結
日
（
令
和

2
年
3
月
）
～
令
和
20
年
3
月
（
予
定
）

旧
小
千
谷
総
合
病
院
跡
地
整
備
事
業
を

P
F
I
法
に
基
づ
く
特
定
事
業
に
選
定
し
ま
し
た

P
F
I
事
業
と
し
て
実
施
す
る

メ
リ
ッ
ト

①
市
が
自
ら
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
比

べ
、
約
5
・
0
％
の
財
政
負
担
の
削
減

が
期
待
で
き
る
。

②
市
と
民
間
事
業
者
が
、
契
約
に
よ
り
明

確
な
役
割
分
担
を
行
う
こ
と
で
、
リ
ス

ク
発
生
の
抑
制
や
発
生
時
の
適
切
な
対

応
が
可
能
と
な
り
、
事
業
運
営
の
安
定

が
期
待
で
き
る
。

③
設
計
・
建
設
・
運
営
・
維
持
管
理
を
民

間
事
業
者
が
一
括
し
て
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
業
務
の
効
率
化
が
期
待
で
き
る
。

④
長
期
に
わ
た
り
運
営
・
維
持
管
理
業
務

を
行
う
こ
と
で
、
各
種
業
務
に
お
い
て

具
体
的
な
知
見
や
経
験
が
蓄
積
さ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

■
問
い
合
わ
せ
／
建
設
課
都
市
整
備
室
☎
83
・
3
5

1
4



︱　6

○
マ
イ
そ
ば
倶
楽
部

　
自
分
の
手
で
そ
ば
の
種
ま
き
か
ら

収
穫
、
そ
ば
打
ち
ま
で
体
験
で
き
ま

す
。
収
穫
し
た
そ
ば
粉
5
0
0

　
を

お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

■
日
時
・
内
容
／
い
ず
れ
も
日
曜
日
、

午
前
9
時
～
11
時

▽
8
月
4
日
：
種
ま
き

▽
9
月
中
旬
：
そ
ば
の
花

　
見
と
ピ
ザ
づ
く
り
な
ど

▽
11
月
上
旬
：
収
穫

▽
12
月
上
旬
：
そ
ば
打
ち

■
対
象
／
そ
ば
の
好
き
な
方
、
自
分

で
育
て
た
そ
ば
の
実
で
そ
ば
を
打
っ

て
み
た
い
方

■
定
員
／
10
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
参
加
料
／
4
0
0
0
円

（
種
代
な
ど
）

■
申
込
締
切
／
7
月
28
日
㈰

　
農
作
業
体
験
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
自
分
の
手
で
作
っ
た
野

菜
や
そ
ば
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
指
導
員
が
丁
寧
に
教
え
ま
す
の
で
、

初
め
て
の
方
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

■
会
場
／
お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ふ
れ
あ
い
の
里

■
服
装
／
作
業
の
で
き
る
服
装

■
持
ち
物
／
長
靴
、
ゴ
ム
手
袋

※
農
機
具
は
貸
し
出
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
ふ
れ
あ
い
の
里
☎
83
・
1
7
2
2

（
N
兼
用
）

野
菜
・
そ
ば
づ
く
り
、

収
穫
体
験
を

し
ま
せ
ん
か

○
ら
く
ら
く
野
菜
づ
く
り
教
室

　「
秋
野
菜
コ
ー
ス
」

　
体
に
優
し
く
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
低

農
薬
栽
培
の
野
菜
づ
く
り
を
一
緒
に
し
ま
せ

ん
か
。
土
づ
く
り
か
ら
収
穫
ま
で
行
い
ま
す
。

育
て
た
野
菜
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

■
日
時
・
内
容
／
い
ず
れ
も
日
曜
日
、
午
前

8
時
30
分
～
10
時
30
分

▽
8
月
4
日
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
土

　
づ
く
り

▽
8
月
18
日
：
種
ま
き
・
苗
植
え

▽
9
月
1
日
：
間
引
き
・
草
取
り

▽
9
月
22
日
：
草
取
り

▽
10
月
20
日
：
収
穫
な
ど

■
定
員
／
10
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
参
加
料
／
5
0
0
0
円
（
苗
代
な
ど
）

■
作
付
野
菜
／
白
菜
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
大

根
、
人
参
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

■
申
込
締
切
／
7
月
28
日
㈰

○
じ
ゃ
が
い
も
の

　
収
穫
体
験
も
で
き
ま
す

　
ご
家
族
や
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
じ
ゃ

が
い
も
掘
り
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。
収

穫
し
た
じ
ゃ
が
い
も
は
全
て
お
持
ち
帰

り
で
き
ま
す
。

■
日
に
ち
／
7
月
10
日
頃
～
8
月
上
旬

■
受
付
時
間
／
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
30
分

■
体
験
料
／
1
株
1
0
0
円

■
品
種
／
メ
ー
ク
イ
ン
、
キ
タ
ア
カ
リ

■
そ
の
他
／
じ
ゃ
が
い
も
が
な
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

g

たくさん 

持ち帰ってね♪

お知らせ

　
消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

よ
り
、
住
民
税
非
課
税
の
方
・
子
育
て
世
帯

の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
消
費
を
喚
起
・
下
支
え

す
る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
の
方
・
子
育
て

世
帯
の
世
帯
主
の
方
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
を
発
行
・
販
売
す
る
予
定
で
す
。

　
商
品
券
の
販
売
に
先
立
ち
、
商
品
券
の
取

扱
店
舗
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

○
取
扱
店
舗
の
要
件
と
登
録
方
法

■
対
象
／
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
法
人
ま
た

は
個
人
事
業
主
※
詳
細
は
「
小
千
谷
市
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
取
扱
店
舗
募
集
要
項
」
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
／
「
小
千
谷
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
取
扱
店
舗
登
録
申
請
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
次
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
登
録
申
請
書
と
募
集
要
項
は
社
会
福

祉
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
持
参
：
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

▽
郵
送
：
〶
9
4
7
‐
8
5
0
1
社
会
福
祉

課
子
育
て
支
援
係
（
住
所
は
記
載
不
要
）

■
申
込
締
切
／
8
月
20
日
㈫
必
着

■
そ
の
他
／
取
扱
店
舗
に
は
、
後
日
「
特
定

事
業
者
登
録
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
子
育

て
支
援
係
☎
83
・
3
5
1
7

小
千
谷
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

取
扱
店
舗
募
集
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こ
い
こ
い
健
康
ウ
ォ
ー
ク

第
26
回
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　
新
潟
県
内
の
聖
火
リ
レ
ー
は
、
令
和
2
年
6
月
5

日
㈮
・
6
日
㈯
に
行
わ
れ
ま
す
。
新
潟
県
実
行
委
員

会
で
は
、
県
内
を
走
行
す
る
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
応
募
対
象
／
令
和
2
年
度
に
お
い
て
中
学
1
年
生

以
上
で
、
新
潟
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

■
募
集
人
数
／
新
潟
県
全
体
で
36
人
程
度

■
応
募
方
法
／
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Shttp://www.p 

ref.niigata.lg.jp

「
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
情
報
」
の
ペ
ー 

ジ
か
ら
応
募
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
す
る
か
、
所
定
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
用
紙
は
、
総
合
体
育
館
、
市
民
会
館
、
片

貝
総
合
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
）
、
真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
東
山
・
岩

沢
・
川
井
の
各
住
民
セ
ン
タ
ー
で
直
接
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

▼
応
募
先
：
〶
9
5
0
‐
8
5
7
0
新
潟
市
中
央
区

　
新
光
町
4
‐
1
新
潟
県
県
民
生
活
・
環
境
部
ス
ポ

　
ー
ツ
課

■
応
募
締
切
／
8
月
31
日
㈯
（
郵
送
の
場
合
は
消
印

有
効
）

■
問
い
合
わ
せ
／
新
潟
県
県
民
生
活
・
環
境
部
ス
ポ

ー
ツ
課
☎
0
2
5
・
2
8
0
・
5
9
6
7

　
ス
キ
ー
の
ポ
ー
ル
で
、
膝
や
腰
の
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
行
う

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
仲
間
と
一
緒
に
、
本
町
・
平
成
・
船

岡
の
ま
ち
な
か
コ
ー
ス
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。
特
製
お

弁
当
を
ご
用
意
し
ま
す
。

■
日
時
／
7
月
27
日
㈯
午
前
9
時
30
分
～
11
時

■
集
合
場
所
／
錦
鯉
の
里
駐
車
場

■
対
象
／
18
歳
以
上
で
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

■
定
員
／
30
人

■
参
加
料
／
1
0
0
0
円
（
保
険
料
・
弁
当
代
含
む
）

■
服
装
／
動
き
や
す
い
服
装

■
持
ち
物
／
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル

※
ポ
ー
ル
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
貸
し
出

し
ま
す
。
申
込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
7
月
23
日
㈫

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
N
P
O
法
人
こ
い
こ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
お
ぢ
や
（
総
合
体
育
館
内
）
☎
83
・
0
0
8
5

■
日
時
／
8
月
19
日
㈪
～
9
月
27
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
午
後
7
時
30
分
試
合
開
始

■
会
場
／
白
山
運
動
公
園
野
球
場

■
参
加
資
格
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
（
学
生
は
除
く
）

■
チ
ー
ム
編
成
／
1
チ
ー
ム
20
人
以
内
（
監
督
・
コ
ー
チ
を
含
む
、

選
手
の
二
重
登
録
は
禁
止
）

■
参
加
料
／
1
チ
ー
ム
2
5
0
0
円

■
申
込
／
8
月
2
日
㈮
ま
で
に
、
申
込
書
に
参
加
料
を
添
え
て
総

合
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
代
表
者
会
議
／
8
月
8
日
㈭
午
後
7
時
～
、

総
合
体
育
館
体
育
団
体
室

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

室
（
総
合
体
育
館
内
）
☎
83
・
0
0
7
7

　夏休みの自由研究などにも役立つ、「夏休みかが
く体験教室」を開催します。かがくの不思議な世界
を楽しんでみませんか。
■期日／7月28日㈰
■会場／おぢゃ～る食堂
■対象／小学生（1年生～3年生は保護者同伴)
■コース・時間・内容

コース 時間 内容

-196℃の世界を体験しよう 午前10時30分
～11時30分

液体窒素やドライアイス、氷などを使い、冷たい物質の
不思議を体験します

回してあそぼう 午後1時～2時 皿回しや虫笛、吹きゴマなど、回転する物体の不思議を
体験します

飛ばしてあそぼう 午後2時30分
～3時30分

簡単な工作で、ふわふわと空に浮かぶ物体の不思議を体
験します

夏休みかがく体験教室
■講師／大野滋さん、平野雄介さん（市教育センタ 

ー職員)
■定員／各コース先着20組
■参加無料
■申込・問い合わせ／おぢゃ～る 
　☎82-2478

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
の
ラ
ン
ナ
ー
募
集



声援を受け、力走！ オリンピックメダリストにくぎづけ

6月15日　クールジャパン推進会議in新潟

6月23日　高場山マラソン 6月29日　小千谷市スポーツ講演会

地方におけるクールジャパン資源
の発掘・発信を目的に全国で行わ
れている会議で、会場の市民会館 
には415人が聴講に訪れました。
会議では平井大臣、花角知事、大
塚市長を含む11人のパネリストが、
小千谷や新潟の魅力などを紹介し
ながら意見を交わしました。

市内外からエントリーした455人が川井地
区を駆け抜けました。千葉県や宮城県など
遠方からの参加者や、リピーターもおおぜ
いいて、その人気ぶりがうかがえました。

水泳競技オリンピックメダリ
ストの松田丈志さんから、「夢
を喜びに変える　自超力」と
題して講演していただき、会
場の市民会館には約400人が
訪れました。松田さんは、常
に新たな目標を立てることや、

「こうなりたい」という目標が
あったら、その目標を成し遂
げた人に近づくことが大事で
あると教えてくださいました。

◁会議に先立ち、平井大臣が塩谷の 
　棚池を視察されました。

︱　8

第13回小千谷産学交流研究会 
事業承継とは何を承継するのか？経営者としての準備とは
　会社の後継者問題など「事業の相続」と飛躍的に進歩している「最 
先端金属研究」について、大学や企業などとの連携に役立つポスター 
セッションや、各分野で活躍されている講師の講演会を行います。
　終了後に行う交流会は、新たなネットワークを築くチャンスです。
■日時／8月20日㈫午後1時30分～6時30分頃（受付：午後1時～）
■会場／サンプラザ3階大ホール
■内容
○ポスターセッション
▷上松和義さん（新潟大学地域創生推進機構産学官連携リサーチコーディネーター）
▷勝身麻美さん（長岡技術科学大学プロジェクトコーディネーター）
▷小林義和さん（新潟工科大学デジタルデザイン研究室准教授）
▷公益財団法人にいがた産業創造機構
▷新潟県工業技術総合研究所
○基調講演
①「M&Aやホールディング会社による事業継続」山田眞一さん（つばさ税理士法人所長）
②「先端金属材料と最新分析技術」内山朋幸さん（日鉄テクノロジー㈱解析ソリューション部長）
■参加無料※ただし、交流会は1人2,000円（当日受付でお支払いください）
■申込締切／8月16日㈮
■申込・問い合わせ／商工振興課地域産業係☎83-3556N83-2789Qsyoko@city.ojiya.niigata.jp

ポスターセッションの様子

小千谷のクールジャパン素材をPR

クールジャパンとは、「外国人がクール
ととらえる日本の魅力」のことです。
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優勝目指して熱い戦い

自然の中をウォーキング

いつか飛んでみたいな
6月2日　第65回市民ソフトボール大会

6月2日　東小千谷健康ウォーク

6月8日　西脇順三郎を偲ぶ会講演会

西脇詩の魅力を探る
6月8日・9日　春のバラ観賞会

う～ん、いい香り♡

6月6日　熱気球の授業

白山運動公園で行われ、29チーム478人の選手が参加しま
した。晴天の中、
職場の仲間や地
域の集まり、保
護者会などで構
成されたチーム
でソフトボール
を楽しむ姿が見
られました。

汗ばむような暑さの中、約12㎞のコースに128人が参加し
ました。今年は、コース
中に隠された4文字のひ
らがなを並べ替えて単語
を作るゲームも行われ、
参加者は頭の体操もしな
がらウォーキングを楽し
みました。

詩人で文芸評論家でもある
野村喜和夫さんから「女神
vs女神－もしも西脇がラン
ボーに語りかけるとしたら
－」と題して講演していた
だきました。野村さんが作
成した西脇がランボーに語
りかける文章に、約50人の
聴衆は聴き入っていました。

おぢやクラインガルテンふれあいの里の 
バラ園で約160本のバラが見頃を迎え、
訪れたおおぜいの方の目を楽しませてい
ました。ときおり
風が吹くと、園内
はバラの甘い香り
に包まれ、来場者
たちも「いい香り
だね」と花に顔を
近づけていました。

落語家の春風亭華柳さんに
よる「落語」口演会が市民
会館で開催され、約200人
が来場しました。華柳さん
は元町（旧川岸町）の出身
で、最初に二荒神社祭礼の
思い出などを話し、会場の
雰囲気を和ませていました。
終盤にはお酒にまつわる落
語を披露いただきました。

昨年、風船一揆について学んだ東小千谷小
学校4年生の児童が、「熱気球についても 
っと知りたい」と、観光協会の職員を講
師に迎え、熱気球の仕組みなどを教えて
もらいました。体育館いっぱいに熱気球
が膨らむと、児童からは大きな歓声が上
がりました。

6月11日　富
ふ く じ ゅ

久寿大学開講50周年記念事業「落語」口
こうえん

演会

本格的な落語を堪能



お
ぢ
や 

健
康
だ
よ
り

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健
係

☎
83
・
3
6
4
0

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
運
動
器
科
学
講
座

多
職
種
連
携
チ
ー
ム
理
学
療
法
士

丸
山
潤
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た

　
加
齢
に
伴
う
心
身
の
衰
え
を

完
全
に
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
不
活
発
な
生

活
か
ら
起
こ
る
衰
え
を
遅
ら
せ

る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　
日
本
人
は
外
国
人
と
比
べ
て
「
運
動
不
足
が
生
活

習
慣
病
に
影
響
す
る
度
合
い
」
が
1
・
6
倍
～
1
・

7
倍
高
く
、「
運
動
不
足
と
生
活
習
慣
病
の
関
連
が

強
い
」
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
座
り
す
ぎ
は
禁
物

　
日
本
人
の
成
人
の
平
均
座
位
時
間
は
１
日
約
7
時

間
で
、
世
界
で
比
較
す
る
と
最
長
ク
ラ
ス
で
す
。
座

位
時
間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
肥
満
、
糖
尿
病
、
動
脈

硬
化
な
ど
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
な

が
り
や
す
く
、
足
腰
の
弱
さ
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
運
動
を
す
る
こ
と
も
重
要
で
す

が
、
ま
ず
は
、
座
り
す
ぎ
に
よ
る
健
康
へ
の
悪
影
響

を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
日
常
生
活
の
中
で
活

動
時
間
を
増
や
す
た
め
、
こ
ま
め
に

立
つ
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
立
っ
た
ら
首
や
肩
を
回
し
て
体

操
し
た
り
、
少
し
歩
い
た
り
し
ま
し

体
を
動
か
そ
う

ょ
う
。
で
き
れ
ば
30
分
に
1
回
、
少
な
く
と
も
1
時

間
に
1
回
は
休
憩
と
し
て
立
っ
て
少
し
動
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

○
簡
単
な
筋
ト
レ
を
し
よ
う

　
体
の
筋
肉
量
は
30
歳
頃
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、

60
歳
以
降
は
減
少
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
さ
ら
に
速
く
な

り
ま
す
。
中
で
も
、
脚
部
の
筋
肉
量
の
低
下
率
は
、

腕
や
体
幹
部
と
比
べ
て
3
倍
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
脚
部
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　
1
日
20
分
～
30
分
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ス
ク

ワ
ッ
ト
や
か
か
と
上
げ
10
回
な
ど
、
足
の
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
中
心
に
習
慣
化
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
体
組
成
計
で

体
重
や
筋
肉
量
、
体
脂
肪
量
を

計
測
す
る
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。

○
継
続
は
力
な
り

　
不
活
発
な
生
活
に
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
今
か

ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
体
を
動
か
す

機
会
を
増
や
す
こ
と
が
、
生
活
習
慣
病
や
将
来
の
介

護
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
座
っ
て
い
る
時
間
を
、
家
事
動

作
や
植
物
へ
の
水
や
り
、
子
ど
も

や
ペ
ッ
ト
と
遊
ぶ
な
ど
の
生
活
動

作
の
時
間
に
変
え
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
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認
知
症
と
と
も
に
よ
り
よ
く
生
き
て
い
く
こ
と
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
5
人
に
1
人
が
認
知
症
に
な
る
と
推
計
さ
れ
る
な
ど
、
認
知
症
は
身
近
な

病
気
の
ひ
と
つ
で
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
か
ら
も
安
心
し
て
、
自
分
ら
し
く

生
き
て
い
け
る
地
域
を
目
指
し
て
「
認
知
症
予
防
と
介
護
の

市
民
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
8
月
4
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
45
分

■
会
場
／
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

▽
実
践
発
表
：
介
護
者
の
体
験
談

▽
講
演
会
：「
認
知
症
に
な
っ
て
か
ら
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
」

■
講
師
／
永
田
久
美
子
さ
ん
（
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
研

究
部
長
）

■
参
加
無
料
・
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
／
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
☎
83
・
4
0
6
0

精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の
相
談
会

　
眠
れ
な
い
、
以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
お
っ
く
う
に
感
じ
ら
れ
る
、

や
る
気
が
出
な
い
な
ど
体
調
不
良
を
感
じ
て
い
る
方
や
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
量

が
増
え
て
日
中
か
ら
飲
ん
で
し
ま
う
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ま
な
い
と
眠
れ
な

く
な
っ
た
方
な
ど
、
自
分
や
家
族
の
心
配
事
を
精
神
科
医
師
に
相
談
し
ま
せ

ん
か
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
／
8
月
9
日
㈮
午
後
2
時
～
3
時
30
分

■
会
場
／
長
岡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部
（
長
岡
保
健
所
、
長
岡
市
沖

田
3
‐
2
7
1
1
‐
1
）

■
相
談
無
料
※
た
だ
し
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他
／
現
在
精
神
科
を
受
診
し
て
い
る
方
は
、
主
治

医
に
許
可
を
得
た
う
え
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
8
月
7
日
㈬

■
申
込
／
長
岡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部
地
域
保
健

課
☎
33
・
4
9
3
1

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健
係
☎
83
・
3
6
4
0
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お知らせ

○
年
金
か
ら
納
め
る
方

　（
特
別
徴
収
）

　
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
額
を
、

年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、

　
原
則
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

○
納
付
書
や
口
座
振
替
で

　
納
め
る
方
（
普
通
徴
収
）

　
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。
金
融
機

関
ま
た
は
税
務
課
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。
納
期
限
ま
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
も
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
の
手
続
き
が
お
済
み
の
方

は
、
毎
月
末
頃
に
口
座
か
ら
引
き
落

と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
納
税
（
入
）
通
知
書

に
同
封
の
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
険
税（
料
）の
納
付
方
法

　
平
成
31
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
確
定

し
ま
し
た
の
で
、
7
月
12
日
㈮
に
納
税
（
入
）
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
配
達
の
都
合
上
、

通
知
書
が
届
く
ま
で
数
日
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
市
民
税
係
☎
83
・
3
5
0
8

平
成
31
年
度
納
税（
入
）通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

8
月
1
日
㈭
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

■
問
い
合
わ
せ
／
保
健
福
祉
課
国
保
年
金
係
☎
83
・
4
0
6
0

●
国
民
健
康
保
険
証

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

国
民
健
康
保
険
証

　
　
　
　
7
月
19
日
㈮
よ
り
順
次
発
送

▽
保
険
証
は
被
保
険
者
1
人
に
1
枚
で
、
色
は
ピ
ン
ク
色

で
す
。

▽
保
険
証
は
、
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
お
送
り
し
ま
す
。

届
い
た
ら
台
紙
か
ら
は
が
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
保
険
証
に
は
、
平
成
30
年
中

の
所
得
の
状
況
に
よ
り
判
定
し
た
医
療
費
一
部
負
担

金
の
割
合
（
2
割
ま
た
は
3
割
）
を
表
示
し
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が
滞
っ
た
場
合
、
一
般
証

よ
り
有
効
期
間
の
短
い
「
短
期
保
険
証
」
を
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
災
害
そ
の
他
特
別
な
事
情
も
な
く
滞

納
が
続
い
た
場
合
、
一
般
証
・
短
期
保
険
証
の
返
還

を
求
め
、「
資
格
証
」
を
交
付
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

　
　
　
　
7
月
18
日
㈭
よ
り
順
次
発
送

▽
75
歳
以
上
の
方
へ
発
送
し
ま
す
。
保
険
証
は
被
保
険

者
1
人
に
1
枚
で
、
色
は
空
色
で
す
。
保
険
証
は
1

人
ず
つ
お
送
り
し
ま
す
。

▽
保
険
証
に
は
平
成
30
年
中
の
所
得
の
状
況
に
よ
り
判

定
し
た
医
療
費
一
部
負
担
金
の
割
合
（
1
割
ま
た
は

3
割
）
を
表
示
し
ま
す
。

旧保険証

新保険証 
（ピンク色）
8月1日から有効
※名刺サイズ

旧保険証

○
国
民
健
康
保
険
税
・

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
世
帯
の
所
得
な
ど
に
応
じ
た
軽
減
制
度

が
あ
り
ま
す
。
申
請
は
不
要
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
は
、
会
社
の
都
合
な

ど
に
よ
る
離
職
者
（
65
歳
未
満
）
へ
の

軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
介
護
保
険
料

　
所
得
に
応
じ
て
9
段
階
の
保
険
料
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
納
入
通
知
書
に
同
封
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

納
付
相
談

　
災
害
や
失
業
、
廃
業
な
ど
特
別
な
事
情

に
よ
り
保
険
税
（
料
）
の
納
付
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
税
（
料
）

の
納
付
の
猶
予
や
減
免
を
受
け
ら
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
税（
料
）の
軽
減
制
度

新保険証 
（空色）
8月1日から有効
※はがきよりやや
　小さめのサイズ



　
親
子
で
一
緒
に
食
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
体

験
し
ま
せ
ん
か
。
お
い
し
く
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
作
り
、
み
ん
な
で
楽
し
く
い
た
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お知らせ

夏
休
み
夜
の
お
は
な
し
会

お
や
こ
の
食
育
教
室

～
楽
し
く
学
ん
で
、
お
い
し
く
食
べ
よ
う
～

第
10
回
お
ぢ
や
ま
ち
ゼ
ミ
開
催

　
暑
い
夏
の
夜
、
閉
館
後

の
図
書
館
で
こ
わ
～
い
お

は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

暑
さ
も
吹
き
飛
ぶ
こ
わ
い

お
は
な
し
を
聞
き
に
来
ま

せ
ん
か
。

■
日
時
／
7
月
26
日
㈮

▽
第
1
部
（
す
こ
し
こ
わ
い
お
は
な
し
）：
午

後
7
時
10
分
～
7
時
40
分

▽
第
2
部
（
こ
わ
～
い
お
は
な
し
）：
午
後
7

時
50
分
～
8
時
10
分

■
会
場
／
図
書
館
1
階
こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん

■
対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
夜
間
開
催
の
た
め
、
中
学
生
未
満
は
保
護
者

　
市
内
の
お
店
の
店
主
や
従
業
員
が
講
師
と
な

り
、
日
々
の
生
活
に
役
立
つ
知
識
や
技
術
を
教

え
ま
す
。

　
今
回
は
、
お
子
さ
ん
や
親
子
が
参
加
で
き
る

講
座
を
多
数
ご
用
意
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
期
間
／
7
月
27
日
㈯
～
8
月
25
日
㈰

■
会
場
／
各
参
加
店

■
参
加
無
料

■
申
込
方
法
／
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

参
加
店
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
／
参
加
店
や
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、

7
月
20
日
㈯
朝
刊
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を

実
施
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
7
月
末
現
在
で
常
用
労

働
者
を
1
人
～
4
人
雇
用
す
る
事
業
所
（
農
林

漁
業
・
一
般
公
務
を
除
く
）
を
対
象
に
、
賃
金

や
労
働
時
間
、
労
働
者
数
の
動
向
を
調
べ
る

「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
」
を
行
い
ま

す
。
調
査
デ
ー
タ
は
、
集
計
し
て
調
査
結
果
を

得
る
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
ま
す
。
県
知
事
が
任

命
し
た
統
計
調
査
員
が
対
象
事
業
所
を
訪
問
し

ま
す
の
で
、
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
期
間
／
7
月
下
旬
～
8
月
31
日
㈯

■
対
象
地
域
／
平
沢
2
丁
目

■
問
い
合
わ
せ
／
新
潟
県
総
務
管
理
部
統
計
課

生
活
統
計
班
☎
0
2
5
・
2
8
0
・
5
1
1
8

見
学
者
募
集
！

夏
期
柔
道
教
室
（
小
千
谷
会
場
）

　
全
日
本
柔
道
連
盟
公
認
指
導
者
資
格
A
指
導

員
に
よ
る
柔
道
の
練
習
風
景
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
7
月
29
日
㈪
～
31
日
㈬
（
初
日
開
講

式
：
午
前
9
時
～
）

■
会
場
／
総
合
体
育
館
武
道
場

■
見
学
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
新
潟
県

柔
道
連
盟
☎
0
2
5
・
2
 

5
8
・
4
3
7
0

の
同
伴
が
必
要
で
す
。

■
内
容

▽
怖
い
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

▽
図
書
館
職
員
が
選
ん
だ
怖
い
本
を
袋
詰
め
し

た
「
こ
わ
い
お
は
な
し
セ
ッ
ト
」
の
貸
出
（
数

量
限
定
、
ど
ん
な
本
が
入
っ
て
い
る
か
は
開

け
て
み
て
の
お
楽
し
み
で
す
）

■
参
加
無
料
・
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
☎
82
・
2
7
2
4

だ
き
ま
し
ょ
う
！

■
日
時
／
8
月
17
日
㈯
午
前
9
時
30
分
～
午
後

1
時
（
受
付
：
午
前
9
時
15
分
～
）

■
会
場
／
健
康
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
年
長
～
小
学
生
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

■
内
容
／
調
理
実
習
ほ
か

■
講
師
／
小
千
谷
市
食
生
活
改
善
推
進
委
員

■
定
員
／
30
人

■
参
加
無
料

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
筆
記
用
具

■
申
込
締
切
／
8
月
7

日
㈬

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

／
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健

係
☎
83
・
3
6
4
0

く
だ
さ
い
。
チ
ラ
シ
は
小
千
谷
商
工
会
議
所
に

も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
商
工
会
議
所
☎
81
・

1
3
0
0

おぢやまつり 
民踊流し講習会
　おぢゃれ節、小千谷甚句を習って、おぢや
まつりで楽しく踊りましょう。
■日時／7月29日㈪・8月7日㈬午後7時30分

～8時30分
■会場／サンプラザ3階大

ホール
■内容／おぢゃれ節、小千

谷甚句の踊りの練習
■講師／小坂今子さん（深雪会）
■参加無料
■おぢやまつり　踊りの予定

日時 内容 会場

8月23日㈮
①午後8時30分～
②午後9時～

①おぢゃれ節民踊
　流し
②小千谷甚句仮装
　盆踊り

東栄
（予定）

8月25日㈰
午後8時30分～

市民総参加盆踊り 本町
（予定）

■申込・問い合わせ／小千谷観光協会（市役
所分庁舎観光交流課内）☎83-3512



8月　　　　■問い合わせ
　　　　　健康センター保健係
　　　　　☎83-3640

▷会場は健康センターです。発熱や発疹など、ふだんと違う症状のあ
　るお子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▷乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札を配布します。
▷番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～
　　　　　　　　　　　午後に開催の場合：正午～

健診名 対象 期日 受付時間 持ち物 その他

4か月児
健康診査

平成31年
3月生まれ 8月  8日㈭ 13:00～

13:10
母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食初期の講習会を同時に行
います。

10か月児
健康診査

平成30年
9月生まれ 8月  7日㈬ 13:00～

13:10
母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会とブックス
タートを同時に行います。

1歳6か月児
健康診査

平成30年
1月生まれ 8月29日㈭ 13:00～

13:20 母子健康手帳 歯科検診を行います。歯を磨い
てからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成29年
7月生まれ 8月21日㈬   9:00～

  9:10
母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行います。
歯を磨いてからお越しください。

3歳児
健康診査

平成28年
7月生まれ 8月27日㈫ 13:00～

13:20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アンケ
ート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯を磨い
てからお越しください。

乳幼児の健康診査日程

まちのうごき（6月28日現在）

人口と世帯　（　）内は前月比

男 17,615人　 （－12人）

女 17,797人　 （－14人）

合計 35,412人　 （－26人）

世帯数 12,723世帯 （＋14世帯）

異動

出生 15人

死亡 42人

転入 48人

転出 47人

お知らせ

13　︱　広報おぢや7月号

　　 感想をお聞かせください！
　広報おぢやの感想を募集します。応募者の中から抽選で3
人に「ちぢみの里利用券」をプレゼント！
■応募方法／郵便番号、住所、氏名と①良かった記事②広報

誌へのご意見・ご感想を、次の方法でお送りください。
▷はがき：〶947-8501企画政策課秘書広報係（住所は記載

不要）
▷ファクス：N83-2789
▷メール：Rplan-kh@city.ojiya.niigata.jp
▷市ホームページ専用フォーム（広報おぢや 

保管庫）
■応募締切／7月31日㈬（はがきの場合は、 

当日消印有効）
■当選発表／発送をもってかえさせていただきます。

　広報おぢや6月10日号
の「異動」の人数に誤り
がありました。訂正して
お詫びします。

【正】転入　61人
転出　59人

今月の キッズフォト

関　紗
さ ら

晶ちゃん（4歳4か月）
パパ・ママより♪3月に弟が生まれて、
たくさんお世話をしてくれる優しいお
姉ちゃん。いつも進んでお手伝いをし
てくれてありがとう。だいすきだよ！

△春のバラ観賞会にて

今月の「＃おぢフォト」

　5月25日～6月24日に「#おぢフォト」を付けてI
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram 
に投稿された画像の中から1枚を紹介します。

▷投稿者：hatori.k
さん

▷撮影場所：池ケ原
▷池ケ原の稲

は さ ぎ

架木と
田植え後の水田を
泳ぐ鴨

小千谷市広報のInstagramをチェック！
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広
報
お
ぢ
や

●
こ
の
広
報
誌
は
環
境
に
優
し
い
紙
と
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す

編集室 
だより

有
料
広
告
掲
載
欄
広
報
お
ぢ
や
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
サ
イ
ズ
や
金
額
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係
☎
83
・
3
5
0
7

※本誌掲載の広告については小千谷市が保証・推奨などするものではありません。

￥５４０

広報5年目。よく見る顔に「いつもがんばってるね」「今回もいい写真頼むよ」と声を掛けてくださ
る方が増えました。暑い夏の取材も、みなさんとのふれあいを楽しみながら乗り切れそうです！よ

作ってみてね！この料理

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー：329㌔㌍
▷たんぱく質：12.6㌘
▷脂質：2.9㌘
▷炭水化物：60.0㌘
▷食物繊維：6.1㌘
▷食塩相当量：4.7㌘

ねばねばパワーで夏バテ予防！ 
～ねばねばぶっかけそうめん～

＜材料＞（2人分）
乾燥そうめん   100㌘
オクラ   6本
長芋   100㌘
ひきわり納豆   1パック
ねぎ   8㌢
　　だし汁   1と1/2カップ
　　みりん   大さじ2
　　しょうゆ   大さじ2
A｛
＜作り方＞
①小鍋にAを合わせて火にかけ、沸騰したら火を消してそ

のまま冷やし、粗熱が取れたら冷蔵庫で冷やす。
②オクラは塩（分量外）を振ってもみ、固めに茹でて冷水

に取る。水気を切って小口切りにし、粘りが出るまでよ
く混ぜる。

③長芋はすりおろし、納豆は粘りが出るまでよく混ぜる。
ねぎは小口切りにして水にさらし、水気を切る。

④そうめんは包装の表示通りに茹でる。ザルに上げ、冷水
で洗って水気を切る。

⑤器に④を広げ、オクラ、長芋、納豆をのせる。①を回し
かけ、ねぎをのせ、お好みで刻みのり（分量外）を散らす。

＜問い合わせ＞健康センター保健係☎83-3640
＜調理＞小千谷市食生活改善推進委員

　オクラや長芋のねばねばは「ムチン」と呼ばれ
る成分です。ムチンは血糖値の上昇を緩やかにし、
お通じの改善も期待できます。そうめんのみだと
栄養バランスが悪く夏バテを助長する原因になり
ますが、オクラや納豆をプラスすることで野菜と
たんぱく質も一皿で取ることができます。


